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1：50, 000  地質図幅
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　           ( 昭和 33 年稿 )

小　　　泊

( 青森－第 10 号 )

　本図幅は，昭和  30 ～ 31  年に地質調査を行ない，当時筆者らの調査と併行して

実 施 さ れ た 日 本 国 有 鉄 道 の 委 託 に よ り， 竜 飛 崎 半 島 部 地 域 の 地 質 精 査 を 行 な っ た

本 所 の 太 田 良 平・ 大 沢 �・ 小 野 晃 司 の 各 技 官， 小 泊 附 近 の 地 質 精 査 を 行 な っ た 品

田 芳 二 郎註 1)・ 三 梨 昻 両 技 官， 微 古 生 物 研 究 に 従 事 し た 福 田 理 技 官， お よ び こ れ

らの調査の総括指導に当った斉藤正次技官などの調査結果を加えて完成されたも

の で あ る。 植 物 化 石 の 鑑 定 に は 棚 井 敏 雅 技 官註 2)， 貝 化 石 の 鑑 定 に は 水 野 篤 行 技

官を煩わした。

　 北 海 道 大 学 佐 々 保 雄 教 授 か ら は， 種 々 有 益 な 助 言 を 仰 ぐ こ と が で き， ま た 昭 和

30 年に行なわれた同教授ならびに秋田大学藤岡一男教授などによって構成されて

い る，「 グ リ ン タ フ 研 究 会 」 に よ る 巡 検 お よ び 討 論 会 の 成 果 を 参 考 と す る こ と が

できた。

Ⅰ．地　　　形

  本図幅地域は津軽半島の頸部にあたり，日本海に面し，その大部分は中山山脈と呼

ばれている，海抜 600 ～ 700m の山地からなり，晩壮年期のやゝ急な山容を呈してい

る。

　地形は一般にこの地域を構成している新第三系の岩質と構造とに支配されている。

すなわち中央部の四ッ滝山の南西には，北西‒南東方向に走る顕著な背斜構造が認め

られるが，その軸部にあたる部分は，海抜 500 ～ 600m の北西‒南東に延びた山稜を

　註 1)　元所員，現大多喜天然ガス株式会社
　 註 2)　現北海道大学助教授　



形成している。しかしこの附近でもっとも高い増川岳・四ッ滝山山頂部などは，石英

安山岩の貫入岩体からなっており，附近の頁岩や凝灰岩などと比較して堅硬なため，

侵蝕からとり残されて突起した山容を示している。また図幅地域南東隅にみられる山

地もまた，新第三系中のドーム状の構造とよく一致した地形を示している。

　火山岩が堆積岩に比較して堅硬なために，侵蝕からとり残されて地形のうえにその

分布が明瞭に現わされている例としては，上記のほか小泊の北，七ッ石附近や，小泊

の南，脇本部落に近い靄
もえ

山，小泊半島などがある。靄山は流紋岩からなっており，一

見第四紀の火山にみられるドーム状の火山地形とよく似た地形を示しているが，周囲

の地層と同じ新第三紀の火山活動によるものである。また小泊半島はその西端に僅か

に露出している古生層のほかはほとんどが，比較的堅硬な帯紫緑色の凝灰岩類や流紋

岩・変朽安山岩などからなっており，日本海の海蝕に抵抗して半島をなして突出し，

その周辺には海蝕崖がよく発達している。その突端の小泊岬 ( 権現崎 ) は 200m 以上

に及ぶ急崖をなしているが，これはその附近の地質構造からみて，おそらく断層性の

海蝕崖であろう。

　平野はあまり広くはないが，図幅地域の南西，十
じゅう さんこ

三湖の周辺にやゝ発達しており，

これはこの附近から南に拡がる津軽平野の北端に当る。平野の西側には低い砂丘が発

達しており，十三湖の西側では長い砂嘴をつくり，「十
と

三
さ

の砂山」として知られてい

る。なお十三湖は最近干拓事業が進んでおり，図上にみられる範囲よりはいく分せば

められている。

II．地　　　質

II．1　概　　説

　本図幅地域は地質的には東北裏日本に拡がる，グリンタフ地域と呼ばれている新第

三系の堆積区に属し，古生層を基盤として，主としてこれを覆う新第三系からなってい

る。新第三系は普通の堆積岩のほかに，火山岩や火山砕屑岩に富み，いわゆるグリン

タフ地域に共通した特徴を示している。これらの層序関係の概略を示せば第 1 表のよ

2



3

第　1　表　　地  質  総  括  表

Rh: 流紋岩　　Da: 石英安山岩　　An: 安山岩　　B: 玄武岩　　Dl: 粗粒玄武岩
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第 1 図　津軽半島北部の地質概略図



うである註 3)。　またこの図幅地域のほか，三厩図幅 13)・母衣月図幅 14)・蟹田図幅 15)

の 4 図幅地域の地質の概略を第 1 図に示すこととした。なおこれらを総合した地域

を，以後，津軽半島北部地域と呼ぶこととする。

II．2　古　生　層

　本層は小泊半島の西端，小泊岬の懸崖の最下部と，その近辺海中の岩礁ならびに同

半島の北西部の経
けいもんとう

聞島とに露出しており，粘板岩・チャートを主とした地層である。

　この地層はかつて桜井金重氏によって，小泊層と命名されたものと同一の地層であ

るが，本図幅においては後項に述べる理由によって，小泊層という名称は新第三系の

硬質頁岩などを主体とする他の地層に用い，こゝではたゞ古生層と呼ぶこととした。

　小泊岬西端に分布する本層は，上位の第三系権現崎層とは大部分は断層をもって，

一部は不整合に接している。この附近では粘板岩・チャートの互層からなっており，

粘板岩中には薄く石灰岩を挾む。

　経聞島の本層はチャートからなり，新第三系とは断層関係のようである。

　粘板岩は一般に千枚岩質で，暗灰色を呈し，劈開面がよく発達している。石灰岩は

灰白色を呈し結晶質である。チャートは淡褐色，淡緑色，淡紫色などを示し不透明

で，層理がよく発達している。

　本層は露出が散点し，構造も擾乱しており，また未だ化石を産していないが，その

岩相からみて，東北地方から西南北海道方面に分布している，いわゆる古生層と同一

の地層であろう。

II．3　新  第  三  系

　この地域の新第三系は，最下部の権現崎層から蟹田層まで，ほゞ一続きの堆積層

で，その時代は中新世初期ないし中期から鮮新世に至るまでと考えられる。これらの

地層はいずれもかなり著しい火山活動下に堆積したものであり，各種の火山岩や火山

砕屑岩がこれと指交 (interfinger) し，あるいはこれを貫ぬいて現われている。これら

     註 3)　本図幅地域内の地層名は，1955 年この地方の地質調査を行なった地質調査所の調査担当者と，北海

            道大学佐々保雄教授との合意のうえ，命名されたものである。なお塩越層の名称は三厩図幅完成後

                に命名したもので，同地質図幅による今泉層と同一地層である。
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火山岩類のうち，津軽半島北部地域全域を通じてその分布が広く，かつ熔岩や粗い火

山砕屑岩が厚く累積している部分や，これらに伴なって貫入した貫入岩体は，前述の

層序から取り出して記載することとした。すなわち冬部層ないし長根層とほゞ同時期

に活動した竜飛安山岩類，小泊層とほゞ同時期に噴出し，一部はこれを貫ぬいて迸入

した三厩流紋岩類および粗粒玄武岩類，小泊層の上部から塩越層にかけてこれと同時

期に生成した今別安山岩類および小泊層を貫ぬいて貫入し，おそらく塩越層と同時

期と推定される増川岳石英安山岩がそれである。

　権現崎層は古生層を直接覆い，帯紫緑色の凝灰岩を主とする地層で，変朽安山岩を

伴なっている。この図幅地域のほか三厩図幅地域内に小範囲分布しており，津軽半島

北部全域を通じて新第三系中，最下位の地層である。この次に来る上位の磯松層は，

この図幅地域内では，ほゞ中央の四ッ滝山の南西附近を通る，北西‒南東方向の背斜

構造 ( 磯松背斜 ) の南西翼に分布している。しかしながら小泊半島などではこれが欠

除して，権現崎層のうえに直接に後述の冬部層が堆積している。磯松層は主として礫

岩・砂岩・泥岩などの互層からなっており，岩相と層厚が側方に不規則に変化する。

権現崎層とは著しく岩相が違い，また礫岩のなかに古生層のチャートなどの円礫を含

んでおり，一部に不整合の疑いがあるが，構造的には両層の間には大きな違いはみら

れず，両層の堆積には時間的な間隙はほとんどないようであり，むしろ磯松層は権現

崎層に引き続いて堆積した，特異な局地的堆積物とみるべきであろう。冬部層は緑色

凝灰岩と呼ばれている。変質した安山岩質の火山砕屑岩類を主体としている地層で，

権現崎層とは岩相がかなり似ているが，流紋岩や変朽安山岩のほか玄武岩を多く挾み，

また砂岩・泥岩などを伴なうこと，貝化石や植物化石に富む点など，若干の違いがみ

られる。本層に挾まれている砂岩や泥岩などは，下位の磯松層の堆積物と似ており，

磯松層と本層とは整合に累重しているが，一部は同時異相の関係にある。長根層は冬

部層から漸移しており，緑色の凝灰質の砂岩を主体とする地層である。磯松・冬部・

長根の 3 層は貝化石がしばしば認められるが，これらの貝化石はいずれも門の沢動物

群と呼ばれているものに含まれるものである。

　小泊層は，いわゆる硬質頁岩など細粒の堆積物を主体とする地層であり，長根層を

整合に覆い，しばしば軽石質凝灰岩と互層している。凝灰岩は三厩流紋岩類に伴なう

凝灰岩と同質のものであり，たゞ火山活動の中心から遠ざかるに従い，より細粒とな
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り，頁岩類と互層するにいたったものである。小泊層の上位の塩越層は，珪藻質の泥

岩が主体となっている地層で，小泊層を整含に覆うが，岩相はこれとかなり明瞭に移

りかわる。また珪藻のほか放散虫や海綿骨針などを多産する。最上位の蟹田層はこの

図幅地域内ではおもに凝灰質の砂岩からなっており，今別安山岩類と接しているが，

塩越層との関係は明らかでない。しかし標式地とされている蟹田図幅地域内では塩越

層を整合に覆っている。この図幅地域内では化石を産しないが，蟹田図幅地域内では

貝化石を多産し，鮮新世の地層であることが明らかとなっている。なお三厩・母衣月

両図幅地域に分布し，第四紀更新世の地層とされている浜名層は，この地域内にも一

続きの地層として分布しているが，その後の調査の結果，後に述べる理由により，蟹

田層の最上部として，このなかに含めることとした。

　これらの新第三系のなかには，やゝ複雑な褶曲構造や断層が発達している。その概

略は第 2 図に示してある。それらのうち，図幅地域のほゞ中央を北西‒南東方向に延

びる磯松背斜，その南西にこれとほゞ平行して小泊向斜が延びている。磯松背斜の軸

の南の延長には，この図幅地域内では南東隅にその一部のみが現われているが，袴腰

岳ドームと従来から呼ばれている大ドーム状構造が認められる。

　図幅地域の北東部に断層がみられるが，この断層は津軽断層と呼ばれており，ほゞ

南北に走り，南の延長は青森市の西部浪岡町附近まで追跡されており，津軽半島の地

質構造を考えるうえで重要である。

　II．3．1　権  現  崎  層

　本層は小泊半島の突端小泊岬 ( 権現埼 ) 附近に，もっとも標式的に広く分布してい

る。そのほかには小泊の南東磯松川の上流と，四ッ滝山の南四ッ滝沢の中流および木

無岳の南側などに小範囲に分布している。

　小泊半島においては本層は，基盤の古生層とは断層をもって接していることが多い

が，一部では直接古生層を覆っている。この半鳥では本層は，岩相から最下部層・下

部層および上部層に 3 分される。最下部層は粘板岩・チャートなどの拳大の円礫をも

った礫岩からなり，この地域の新第三系の基底礫岩層である。下部層は小泊岬の懸崖

に露出し，層厚は約 200m である。本層は帯紫灰白色～灰白色で，緻密な安山岩質凝

灰岩ないし凝灰角礫岩からなり，このなかに 5 ～ 30m の厚さをもつ変朽安山岩の熔
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岩流を挾んでいる。なお後に述べる植物化石はこの地層から発見されたものである。

上部層は層厚約 350m で，主として帯紫緑灰色～紫色の安山岩質凝灰角礫岩ないし火

山礫凝灰岩からなり，そのなかに紫色の火山礫を少量含む緑色の安山岩質凝灰角礫岩

層を挾んでいる。凝灰角礫岩中の角礫は一般に拳大以下の安山岩であるが，角礫のほ

かに赤褐色のガラス質のレンズ状岩片が含まれており，ときにはたとえば経聞島の南

燈台附近にみられるように，角礫岩質な部分とレンズ状岩片のみからなる部分とが，

1 ヵ所の露頭で上下に移化している場合がある。レンズ状の岩片は重なり合って一見

ガラス質の熔岩流に見られる流理構造に似ているが，基質はやゝ粗鬆な凝灰質物であ

り，熔結凝灰岩に似ている。なお熔結凝灰岩様部分を挾む凝灰岩は，鏡下において少

量の石英および黒雲母の破片を含み，酸性の安山岩か石英安山岩質のものであろう。

　下部層に挾まれている変朽安山岩は，帯紫緑色～緑色を示し，多斑晶質の安山岩で

ある。2 枚の熔岩流について鏡下で観察した結果，いずれも普通輝石紫蘇輝石安山岩

である。斑晶，石基ともに著しく変質作用をうけており，斜長石・輝石はいずれも炭

酸塩化あるいは緑泥石化しており，処によって輝石はすべて緑色の 2 次鉱物によって

置換えられ，外形によって僅かに識別されることがある。なおこの地域の権現崎層中

には，小泊岬の懸崖の上部と尾崎山の南西に鉱化帯が認められる。前記の岩石は白色

に粘土化あるいは珪化し，硫化鉄鉱が鉱染している。尾崎山の南西では，鉱化帯中に

石英脈が発達している。

　磯松川では上部の層厚約 150m が露出しており，小泊岬附近における上部層に相当

する岩相を示している。この附近では本層は，主として緑色，帯紫緑色，淡緑色など

の安山岩礫を多量に含む，緑色凝灰角礫岩ないし粗粒の凝灰岩からなっており，薄い

変朽安山岩の熔岩流を挾んでいる。変朽安山岩は紫がかった緑褐色の輝石安山岩であ

る。

　四ッ滝沢中流には本層の上部約 120m が露出し，おもに変朽安山岩からなっている。

凝灰岩ないし凝灰角礫岩は四ッ滝沢のやゝ上流に，この附近ではもっとも下部に当る

部分に認められ，そのほかに変朽安山岩のなかに薄く挾まれている。凝灰角礫岩は小

泊半島附近に分布している上部層のなかに挾まれている，緑色の安山岩質凝灰角礫岩

と同様の岩質であり，とくに半島の南側海岸の立松島附近にみられる岩石とよく似て

いる。変朽安山岩は緑色のもの，緑褐色のもの，濃緑色のものなどがあり，5 ～ 20m
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の厚さの熔岩流 10 数枚からなっており，紫蘇輝石普通輝石安山岩・橄欖石含有普通

輝石紫蘇輝石安山岩などである。いずれも炭酸塩化，緑泥石化などの変質作用を著し

く受けている。

　木無岳の南側に分布しているものは，変朽安山岩からなっている。この附近では上

位の磯松層を欠き，直接冬部層に覆われているが，岩質および冬部層との層序関係か

らみて，四ッ滝沢に分布している権現崎層の変朽安山岩と同じものと考えられる。岩

質は四ッ滝沢に分布するものと同じ紫蘇輝石普通輝石安山岩である。

　小泊岬の西端断崖に露出する本層から，東北大学の北村信・斎川俊明両氏によって

植物化石が発見されている。これは秋田大学の籘岡一男教授によって阿仁合型の植物

化石群に属するものと鑑定されたとのことである ( 未発表 )。本層は冬部・磯松両層

の下位に位置することから，秋田県下における門前層，あるいは北海道南西部に分布

する福山統に対比されている。

　II．3．2　磯　松　層

　標式地は磯松川上流であり，磯松含化石層として知られている。本層は権現崎層を

整合に覆うと推定されるが，その分布は図幅地域中央部に限られ，小泊半島にはみら

れない。津軽半島では本層に属するものは，本図幅地域内のものと北隣の三厩図幅地

内の片刈石海岸とに僅かに知られている。

　本層は礫岩・砂岩・泥岩および凝灰岩からなり，海棲貝化石を産する。また変朽安

山岩熔岩を挾んでいる。

　磯松川上流では本層は下位から礫岩および砂岩頁岩互層に大別される。

　礫岩は円～亜円礫のほゞ拳大の安山岩礫の集合体で，膠結物は凝灰質である。ま

た，古生層から由来したものと思われるチャート円礫をも含んでいる。

　砂岩頁岩互層は，軽石礫・安山岩礫をまばらに含む，灰褐色凝灰質砂岩・砂質凝灰

岩および黒色頁岩の，きわめて不規則な異常堆積相を示すものである。本層には海棲

貝化石および炭質物が含まれる。

　磯松層は局地的なレンズ状堆積物で，標式地を除く他の地域では，上記の岩相の一

部しかみられないが，岩相および層厚がいずれも側方に変化しているためと思われ

る。
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　本層のなかからは次の化石を産出する。なお ( 5 ) は三厩図幅地域内から産出した

ものであるが，参考のために挙げたものである。

( 1 )　四ッ滝沢中流

Nanaochlamys notoensis (YOKOYAMA) 

Ostrea sp.

( 2 ) 上二股沢上流

Cerithidea cfr. sugaii MIZUNO et FUJII (MS) 

Clinocardium shinjiense (YOKOYAMA) 

Pitar itoi (MAKIYAMA) 

Mercenaria chitaniana (YOKOYAMA) 

Protothaca tateiwai (MAKIYAMA)

( 3 ) 山王坊沢上流

Batillaria yamanarii MAKIYAMA 

Volsella tugaruana NOMURA et HATAI 

Ostrea sp. 

Pitar itoi (MAKIYAMA) 

Dosinia nomurai OTUKA 

Katelysia ? sp.

( 4 ) 山王坊沢 ( 品田・三梨採取 )

Volsella tugaruana NOMURA et HATAI 

Patinopecten kobiyamai KAMADA 

Ostrea sp.

(  5  ) 三厩図幅地域内カヨビ沢南方 ( 小野採取 )

Littorina sp. 

Sericominolia sp. 

Protorotella yuantaniensis MAKIYAMA 

Turritella sp. 

Cerithidea cfr. sugaii MIZUNO et HATAI



Vicaryella ? otukai NOMURA 

Searlesia cfr. kurodai MAKIYAMA 

Nassarius iwakianus NOMURA et HATAI 

Ostrea sp. 

Pitar itoi (MAKIYAMA) 

Callista sp. 

Dosinia nomurai OTUKA 

Katelysia ? sp.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 鑑定 : 水野篤行 )

　水野によれば，本層の化石は冬部層・長根層のものと同じく，門の沢動物群に属す

るものであり，その時代はほゞ中新世の中・前期である。

　II．3．3　冬　部　層

　本層は図幅地域の中央部磯松背斜の軸部と，小泊向斜の西翼に広く分布しており，

下位権現崎層に似て，一般に緑色凝灰岩と呼ばれている，変質した火山砕屑岩に富む

ことをもって特徴づけられている地層である。

　本層の模式地は図幅地域の北方の冬部沢に沿った附近であり，また下位の権現崎層

および磯松層との関係は，小泊半島の南側海岸沿いと，磯松川の中流でよく観察する

ことができる。小泊半鳥では本層は権現崎層を直接覆っており，その最下部は薄い玄

武岩熔岩からなっているが，両層の接している露頭は現われていない。しかし構造的

にはほとんど差はなく，整合的に累重している。また磯松川を中心とした磯松背斜の

西翼では，磯松層を整合に覆っているが，南東に向かうに従い磯松層は薄くなり，木

無岳の南西方では，四ッ滝沢において磯松層の下位にみられると同じ変朽安山岩を覆

っているが，こゝでは両者の累重関係は明らかでない。

　本層を構成している岩相のうち，主体をなしているものは，先にあげた緑色凝灰岩

であるが，この地域に分布している緑色凝灰岩は，大部分が安山岩質の凝灰岩ないし

凝灰角礫岩からなっており，そのほかに部分的に玄武岩質や石英安山岩質のものを含

む。これらの火山砕屑岩のなかには，頁岩・砂岩などの堆積岩層とともに，流紋岩・

変朽安山岩・灰長石安山岩・玄武岩など，各種の火山岩が熔岩あるいは岩床などとし
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て挾まれている。これらの火山岩については後に一括して述べることとする。

　安山岩質の凝灰角礫岩は灰緑色，粗鬆な基質中に淡褐色，灰色，灰緑色などの安山

岩礫と，黄灰色～緑色の軽石を多量に含むものである。一般に安山岩礫の大きさは，

図幅地域北方の竜飛安山岩類の近くでは，ときとして人頭大以上のものもあって，一

般に大きいが，これを遠ざかるに従い小さくなる傾向があり，磯松川以東では拳大以

上の安山岩礫はまれであり，軽石のみを含むものが多い。このことは，冬部層を構成

している火山砕屑岩類が，現在竜飛安山岩類が分布している地域から，主として供給

されたことを示している。凝灰角礫岩は，同質の火山礫凝灰岩ないし凝灰岩と互層し，

またこれと互に移化しており，層理は一般に下位の権現崎層中の火山砕屑岩に比較す

るとやゝ明らかである。

　玄武岩質の凝灰岩は，小泊半島の白岩埼‒穴間ノ崎間にみられる玄武岩質熔岩に伴

なって，小範囲に分布しており，暗緑色を示している。また石英安山岩質の凝灰岩

は，市浦村桂川部落と，その北西方に当る通称観音堂 ( 地形図上には神社の記号があ

る ) に近い附近とに分布している。帯緑褐色のやゝ緻密な岩石で，指頭大の安山岩お

よび石英安山岩礫を含み，基質には処によって熔結凝灰岩に似た流理様の構造がみら

れる。この附近では本岩を切石として採石している。なおこれらはともに安山岩質の

凝灰岩に似ており，変質作用が進んでいる場合には肉眼的には判別しにくく，緑色を

示す凝灰岩として地質図上では一括して示している。しかし流紋岩質な火山砕屑岩類

は，これらとはかなり見掛けも異なり，また常に流紋岩質熔岩流と密接に伴なって局

部的に分布しており，熔岩流と一見判別し難い場合が多いので，地質図上では流紋岩

として一括して示し，本項では次に述べる流紋岩のところで記載することにする。

　頁岩および砂岩はまれに薄い夾みとして認められるが，冬部沢の附近では淡緑色～

灰白色の砂質凝灰岩と互層して，やゝ厚く発達している。この附近では頁岩は暗灰色

のやゝ硬質なもので，表面はやゝ茶褐色を帯びており，岩質的には小泊層の下部に分

布している硬質頁岩に似ている。砂岩は 1 ～ 2m がそれ以下のもので地質図上には示

してない。木無岳南南西の植物化石を含む砂岩層は，黄灰色のやゝ泥質の砂岩層であ

るが，この砂岩層は磯松層のやゝ上部に夾まれている砂岩に岩質が似ており，磯松川

附近に分布している磯松層の上部の岩相は，この附近では冬部層の凝灰岩を主体とす

る岩相に，側方に移化しているものであろう。
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　本層のなかからは次の植物化石と貝化石とを産出する。なお貝化石のうち ( 5 ) は

三厩図幅地域内から産出したものであるが，参考のために挙げたものである。なお微

化石については後項に一括して記載してある。

植　物　化　石

( 1 )　小泊図幅地域内 ( 品田・三梨採取 )

Zelkova Ungeri (ETTINGS.) 

Tilia distans (NATHORST) 

Cfr. Marlea aequalifolia (GOEPP. ) 

Carpinus ? sp. 

Alnus sp. nov.

( 2 )　磯松川 ( 転石 )

Cyclobalanopsis Mandraliscae (GAUDIN)

( 3 )　長根沢中流

Castanea Kanekoi (TANAI) 

Zelkova Ungeri (ETTINGS.)

                                                                                                                                 ( 鑑定 : 棚井敏雅 )

貝　化　石

( 1 )　唐川

Cerithidea cfr. sugaii MIZUNO et FUJII (MS) 

Pitar itoi (MAKIYAMA) 

Mercenaria chitaniana (YOKOYAMA) 

Katelysia nakamurai IKEBE

( 2 )　冬部沢 ( 小野採取 )

Crepidula isimotoi OTUKA 

Volsella tugaruana NOMURA et HATAI

( 3 )　冬部沢～三厩越山道

Glycymeris sp. 

Chlamys nisataiensis OTUKA
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( 4 )　冬部沢 ( 小野採取 )

Glycynzeris matumoriensis NOMURA et HATAI 

Chlamys sp. 

Paphia hachiyai NOMURA

( 5 )　三厩図幅地域内片刈石沢 ( 小野採取 )

Mytilus k-sakurai NOMURA et HATAI 

Lima cfr. smithi SOWERBY

                                                                                                                                           ( 鑑定 : 水野篤行 )

　冬部層中の火山岩類は次のものからなっている。

　流紋岩類　流紋岩は小泊向斜の西翼におゝむね 3 つの時階に分かれて分布してい

る。そのうち一番下部の岩体と，上部の 2 つの時階のものとを併せた岩体は，品田・

三梨両技官によってそれぞれ白岩崎流紋岩層・弁天島流紋岩層と命名されている。本

図幅では両者は地質図に分けて示されていないが，この項では便宜上この名称を用い

ることとする。

　白岩崎流紋岩層は層厚約 60m で，半島の北部では主として帯紫褐色を示し，縞状

の流理状の構造をもった熔岩からなっているが，南部の下前部落の北の山稜部附近か

ら南では，安山岩などの礫を含む凝灰角礫岩に岩相が移化し，さらに下前部落附近で

は白色の，やゝ成層した凝灰岩層からなっており，熔岩流は一見下位の権現崎層の帯

紫褐色凝灰岩に似ている。

　鏡下では斑晶は 1.0 ～ 3.0mm の斜長石 ( 灰曹長石 ) と，細かい不定形の石英であ

る。石基はガラス質で，流理構造に沿った孔隙をうずめて不定形の石英がみられる。

　弁天島流紋岩層は，ほとんどが熔岩からなっている。凝灰岩は小泊のやゝ西側の，

通称船入間附近から析戸附近まで薄層として続いている。熔岩流は一般に灰褐色～灰

白色で，数 cm 単位の縞状の流理構造をよく示すもので，部分的にはやゝ角礫状をな

す部分を挾んでおり，また部分的に，たとえば弁天崎東側や下前の西では真珠岩を伴な

っている。附近の地層に較べて侵蝕が遅れ，一般にやゝ突起した山形を示している

が，とくに磯松川の下流に近い靄山は，一見第四紀の火山に見られるようなドーム状

の美麓な山容を示しており，あるいは元来熔岩円頂丘に近い火山体を示していたもの

かも知れない。鏡下では斑晶が一般に少量で，不定形の斜長石と石英の微斑晶が含ま
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れている。石基は微晶質で，少量の斜長石・黒雲母，微細な珪酸鉱物およびアルカリ

長石からなっている。そのほかに流理状構造に沿った孔隙を少量の石英がうずめてい

る。

　このほかに太田川の上流に，弁天島流紋岩層と同質の熔岩流と，凝灰角礫岩とが薄

く挾まれている。

　変朽安山岩　変朽安山岩は竜飛安山岩類中に含まれているものを除いては，薄い夾

みとして，断片的にみられるのみである。その大部分は熔岩流であるが，太田川の上

流において，冬部層の最上部に分布するものは迸入岩床の疑いがある。岩質は処によ

ってやゝ異なり，緑色，帯緑褐色，褐色のものなどがみられるが，すべて輝石安山岩

である。そのうち代表的なものを鏡下でみると次の通りである。

1.　普通輝石安山岩 ( 小泊村脇本附近 )

　　　斑晶：斜長石・普通輝石　　　　　　　　　　　　

　　　石基：ガラス基流晶質組織を示し，斜長石・単斜輝石・斜方輝石および鉄鉱

　　　　　　からなる。

2.　普通輝石紫蘇輝石安山岩 ( 磯松川下流 )　　　　　　　　　　　　　　

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石

　　　　　　 斜 長 石 は 1 ～ 2mm 大 で 量 は 少 な い。 輝 石 は い ず れ も 著 し く 緑 泥 石 化

　　　　　　しており，外形から判別されるものが多い。

　　　 石 基： ガ ラ ス 質 組 織 を 示 し， や ゝ 流 理 構 造 を も ち， 流 理 に 沿 っ て 気 孔 が 発 達

　　　　　　している部分がある。

3.　ガラス質安山岩 ( 山王坊沢下流および上流 )

斑晶：斜長石・普通輝石 ( ごく少量 )

石 基： ガ ラ ス 質 組 織 を 示 し， や ゝ 流 理 構 造 を 示 し， こ れ に 沿 っ て 一 部 脱 ガ ラ

　　　 ス 化 し， 一 部 に 微 細 な 球 顆 (Spherulite) が 著 し く 発 達 し て い る 部 分

　　　がある。

　灰長石安山岩　本岩は図幅地域のほゞ中央の四ッ滝沢・山王沢などに分布し，その

ほか相内附近や太田川の上流に局部的に露出している。おもに熔岩流からなっている

が，ところによって熔岩と同質の拳大の礫を含む凝灰角礫岩を挾んでいる。大型の斜

長石斑晶を多量に含む点で，従来から短冊石・巨晶をもつ安山岩・巨晶長石玄武岩な

どと呼ばれて，他の安山岩～玄武岩から区別されてきた。
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　熔岩流をなす岩石は濃緑色～黒色のやゝ緻密な石基中に，白色の 2cm 大の斜長石

斑晶を多量にもつ塩基性の安山岩で，風化をうけると岩石は軟弱となり崩れ易くなり，

ときに角礫状をなすことがある。またときには柱状の節理を示す。

斑晶：斜長石・橄欖石

巨 晶 を な す 斜 長 石 は 灰 長 石 に 属 し， 一 般 に 2cm 大， と き に は 3cm 以 上

の も の も 含 ま れ て い る。 熔 岩 に よ っ て は 柱 状 ～ 長 柱 状 を な す も の と， 短 柱

状 を な す も の と が あ り， 輝 石 と み ら れ る 微 細 な 鉱 物 粒 や， 斜 長 石・ ガ ラ ス

な ど を 少 量 包 有 し て い る。 そ の ほ か に 約 0.4mm の 曹 灰 長 石 が 少 量 含 ま れ

て い る。 橄 欖 石 は こ と ご と く 緑 色 の 2 次 鉱 物 に よ っ て 置 換 え ら れ て い る。

石 基： 塡 間 状 組 織 を 示 し， 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 紫 蘇 輝 石・ 鉄 鉱 お よ び 少 量 の ガ ラ

ス か ら な る。2 次 的 に 普 通 輝 石 お よ び 紫 蘇 輝 石 は， 処 に よ っ て そ の 大 半 が

緑 泥 石 化 し て い る。 ま た 岩 石 全 体 が 炭 酸 塩 化 し て い た り， 孔 隙 の 一 部 に 蛋

白石が生じていることがある。

　玄武岩　玄武岩はおもに小泊向斜の両翼に分布しており，層序的にとくに冬部層の

どの部分と限られてはいない。しかし処によっては岩質はやゝ異なり，細粒のものか

らいく分粗粒のものまである。小泊半島の東側に，白岩崎流紋岩層と弁天島流紋岩層

( 流紋岩の項参照 ) との間に挾まれているものは，石基がきわめて細粒であり，その

他のものは，中粒～粗粒である。

　小泊半島にみられる細粒の玄武岩は暗緑色，緻密な岩石で，板状の節理が発達して

いる。

斑晶：斜長石・橄欖石

斜 長 石 は 約 0.6mm 大 で， 曹 灰 長 石 ～ 亜 灰 長 石 に 属 し， 量 は 少 量 で あ る。

橄欖石は約 0.2mm 大で，緑色の 2 次鉱物によって置換えられている。

石 基： 間 粒 状 組 織 を 呈 し， 微 細 な 斜 長 石・ 輝 石・ 鉄 鉱 粒 か ら な り， 輝 石 の 多 く は

緑 泥 石 化 し て い る。 そ の ほ か 径 約 0.2 ～ 1.0mm の ク リ ス ト バ ル 石 が 孔 隙

をうずめている。

　このほかに冬部層内に散在している玄武岩質岩石は，斑晶の量や石基の粒度にやゝ

違いがあるが，鉱物組成がほとんど変わらず，橄欖石玄武岩である。一般に濃緑色～

黒色で，しばしば柱状節理を示し，風化すると玉葱状に崩れ易い。その代表的なもの

として，析戸附近に小岩体をなす岩石を鏡下でみると次の通りである。

斑晶：斜長石・橄欖石・紫蘇輝石・普通輝石

斜 長 石 は 曹 灰 長 石 に 属 し， 長 さ 1.5 ～ 2.0mm の 清 澄 な も の で あ る。 橄 欖

石 は 約 0.3mm 大 で， ま っ た く 2 次 的 に 緑 色 鉱 物 に 置 換 え ら れ て い る。 紫
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蘇 輝 石 と 普 通 輝 石 は 長 さ 約 1.0mm で， 紫 蘇 輝 石 は ほ と ん ど 緑 泥 石 化 し て

いる。

石 基： 間 粒 状 組 織 を 示 し， 斜 長 石・ 単 斜 輝 石・ 斜 方 輝 石 お よ び 鉄 鉱 か ら な っ て お

り， 斜 方 輝 石 は そ の 縁 辺 部 が 単 斜 輝 石 ( お そ ら く ピ ジ ョ ン 輝 石 ) で 取 り か

こまれている。

　冬部層は下位の磯松層との関係，岩相，貝化石および植物化石によって，ほゞ中新

世中期に生成されたものと考えられ，秋田地方における台島層あるいは西南北海道に

おける訓縫層に対比される。

　II．3．4　長　根　層

　本層は磯松背斜で冬部層を取り巻いて帯状に分布するほか，小泊向斜で小泊層を向

心にのせて露出している。本層の標式地は市浦村相内の東方にある長根沢であるが，

磯松川流域 ( 小泊向斜の両翼 ) でその露出状態がもっともよく観察される。権現崎層

および冬部層が“緑色凝灰岩”，小泊層が“硬質頁岩”で代表されるとすれば，本層は

“緑色砂岩層”と呼ばれるものであるが，その岩質はところによって異なり，必ずし

も一定ではない。全体として緑灰色の凝灰質砂岩で，安山岩熔岩・緑色凝灰角礫岩・

同凝灰岩および暗灰色泥岩を挾有する。砂岩は中～粗粒であるが，ときに小豆大以下

の礫に富む部分もある。また層理がよく発達するものと無層理のものとがある。

　本層は下位の冬部層と同様の緑色凝灰角礫岩に富む部分があることから，本層の一

部は冬部層と同時異相的の関係にあると考えられる。

　緑色砂岩層から次の貝類化石を産出する。

　　磯松川附近 ( 品田・三梨採取 )

Glycymeris matumoriensis NOMURA et HATAI 

Patinopecten kobiyamai KAMADA 

Dosinia nomurai OTUKA 

Cyclina cfr. japonica KAMADA

　長根層は冬部層とともに，西南北海道の訓縫層，あるいは秋田地方の台島層にほゞ

対比される。
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　Ⅱ．3．5　竜
た っ ぴ

飛安山岩類

　本岩類は冬部層の堆積中期ないし小泊層の堆積期までに活動した，ほゞ一連の火山

活動の中心部を示す噴出岩類であり，各種の安山岩・石英安山岩・玄武岩などの熔

岩，主として粗い火山砕屑岩，岩脈などが，互に錯そうした関係で現われているもの

からなる。その大部分は隣接の三厩図幅地域内に分布しており，この図幅地域内では

冬部沢の北方にやゝ広く分布している。三厩図幅では岩質によっておゝむね下部から

AI ～ Av までの 5 つに分けられている。この図幅地域内に分布している部分は，ほゞ

冬部層の中部から長根層の下部に相当する A Ⅲとされている輝石安山岩質の熔岩と，

同質の火山砕屑岩とを主としている。

　本岩類をこの図幅地域内で観察するのにもっとも便なのは，小泊から北方の海岸に

面した青岩附近である。

　熔岩流をなす岩石は，処によってやゝ異なるが，もっとも多いのは緑青灰～暗緑青

色を呈し，緻密，堅硬で斑状組織が明らかである。凝灰角礫岩は上記の岩石の 10 ～ 50

cm 大の角礫を，凝灰質物質で充塡したもので，熔岩流とは互層あるいは密雑してい

る。また火山角礫岩も多く，凝灰角礫岩に移化している。

　岩石は肉眼的には種々のものがあるが，鏡下では著しい差異はなく，いずれも普通

輝石紫蘇輝石安山岩に属し，斑晶は斜長石 ( おゝむね曹灰長石 )・紫蘇輝石・普通輝

石および鉄鉱からなり，石基はガラス基流晶質～毛氈状組織で，緑泥石化作用・炭酸

塩化作用および珪化作用を受けたものが多い。

　II．3．6　小　泊　層

　本層は東北日本内帯や北海道地方の新第三系に発達している，いわゆる硬質頁岩を

主体とする地層である。この図幅地域内では小泊向斜の軸部および磯松背斜・袴腰岳

ドームの翼部を占め，もっとも広く分布している。「小泊層」の名称はかって前述の

古生層に対して用いられたことがあるが，小泊村小泊部落附近にもっともよく露出し

ている硬質頁岩層に命名するのが，より適当と考え再定義して用いることとしたもの

である。

　本層の標式地を小泊部落附近とする。標式地附近では本層は，下位の長根層に整合

に重なり，その主体は硬質頁岩からなっている。長根層との境近くでは，硬質頁岩の

19



なかには長根層を構成している緑色の砂岩を薄層として挾み，上下に岩相が移化して

いる関係が認められる。また本層の最上部は硬質頁岩層から，白色の砂質凝灰岩と黒

色の珪質頁岩との互層に移化しており，さらに塩越層の珪藻質泥岩層に整合に覆われ

ている。砂質凝灰岩は珪藻質泥岩層の下部にも挾まれており，両層の岩相は漸移して

いる。

　磯松背斜と袴腰岳ドームの翼部に発達する小泊層は，下部層との関係は木無岳の南

に当る長根沢附近で観察されるが，標式地と同じように長根層から整合に移化してい

る。この地域では本層の主体は硬質頁岩層からなっているが，この図幅地域南東の今

泉川の流域附近とその以南では，軽石質凝灰岩と互層し，また増川川の附近では三厩

流紋岩類と同時異相の関係で互に移化している。本層の上部は硬質頁岩に比較してや

や軟弱な，泥灰質団塊に富む頁岩層からなり，最上部には珪質頁岩層を挾有してい

る。塩越層には整合に覆われているが，岩相の移り変わりは比較的明瞭である。

　硬質頁岩は暗灰色堅硬で，明瞭な層理を示し，風化すると灰白色となり，表面は赤

褐色に汚れ板状にくだけ易くなる。軽石質凝灰岩は青白色を示し，やゝ軟弱で，処に

よって灰白色の流紋岩の角礫や，黒雲母の破片を含んでいる。上部の泥灰質団塊を含

む頁岩は暗灰色～黒褐色を呈し，層理は認められるが硬質頁岩ほど顕著ではなく，ま

た風化により色は薄くなり，細かく崩れ易くなる。このなかに含まれている団塊は，

円形かやゝ楕円形に近いものであり，その大きさは 1m 以上に達するものもまれでは

なく，今泉川の上流の林用軌道のトンネル附近では，とくに大形のものが多数含まれ

ている。珪質頁岩は灰白色～灰黒色を示し，緻密，堅硬で風化すると細い割れ目を生

じ，角張った細片に分離し易くなる。

　本層の層厚は処によってかなり異なり，標式地である小泊部落附近では約 350m で

あるが，木無岳の東方長根沢から十三湖の北岸附近にかけては約 700m を有し，また

袴腰岳ドームの西翼では，本層の下部から長根層にわたって粗粒玄武岩類が厚く貫ぬ

いているため，正確に厚さを知ることはできないが，露頭においてみられる長根層の

上限から，本層の最上部まで約 1,500m に達する。

　小泊層のなかからは全体にわたって Makiyama chitanii (MAKIYAMA) を多く含む

ほか，Cyclammina などの有孔虫・放散虫・珪藻などを含み，これについては後に

微化石として一括して述べる。
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　本層はその岩相，層序的位置，微化石などにより，西南北海道における八雲層，秋

田方面における女川・船川両層にほゞ相当するものであり，ほゞ上部中新統に属する

ものと考えられる。

　II．3．7　三厩流紋岩類

　本岩類は図幅地域の北方増川の沿岸附近に，小泊層中に挾まれて分布しており，主

として流紋岩質の迸入岩床あるいは熔岩流として現われている。隣接の三厩図幅地域

内においては，三厩附近にもっとも標式的に現われているが，海岸附近においてみら

れるものは，本岩類中上位に当る三厩図幅における流紋岩質凝灰角礫岩 (Rht) に相

当し，本図幅地域内においては，これより下位の三厩図幅地域における流紋岩 (Rh)

に相当する部分が分布している。

　熔岩流あるいは迸入岩床としてみられる流紋岩は，灰白色～帯赤白色のやゝ粗鬆な

石基中に 0.5 ～ 2mm 大の斜長石および石英が点在している。鏡下では斑晶は石英と

斜長石とからなり，少量の黒雲母を伴なう。石基は微晶質である。

　流紋岩中にはしばしば小泊層のものと考えられる，硬質頁岩の外来岩片を多く含む

ことがあり，また淡緑色ガラス質の松脂岩質の岩石がみられる。

　この流紋岩類は増川の岸において小泊層を貫ぬいているが，そのほかに熔岩流では

ないかと思われる部分がある。小泊層との関係が明らかでない場合が多い。しかしこ

の岩体に近い浜名岳の東方では，小泊層中に流紋岩質の凝灰岩が挾まれており，小泊

層と同時期の熔岩流もかなり含まれているものとみられ，前記の迸入岩床もこれらと

ほゞ同時期に生成したものと考えられる。

　II．3．8　粗粒玄武岩類

　本岩類は小泊層とほゞ同時期に生成した玄武岩質ないし粗粒玄武岩質の，熔岩・凝

灰角礫岩と迸入岩とを一括命名したものである。この図幅地域内では南東隅の袴越岳

ドームの西翼に，やゝ広く分布しているほか，北東部の津軽断層に接している附近

に，小泊層中の小背斜の軸に沿って小範囲に分布している。

　袴越岳ドームの西翼に分布しているものは，このドームの主体を構成している小泊

層の構造とよく調和 (Concordant) して現われている。岩石はおもに粗粒玄武岩質
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で，小泊層の硬質頁岩を接触部でやゝ変質させ，10 ～ 30cm の幅にわたって脱色あるい

は黒色化させ，さらに硬化させていることがある。粗粒玄武岩は濃緑黒色緻密な岩石

で，ときに柱状節理をもち，風化によって玉葱状に割れ易い。斑晶はほとんどなく，

しばしば 2 次鉱物からなる白色あるいは緑色の，径数 mm の球状体が少量みられる。

主成分：斜長石・普通輝石・橄欖石

副成分：燐灰石・鉄鉱

斜 長 石 は 曹 灰 長 石 ～ 亜 灰 長 石 に 属 し， 長 さ 約 0.5mm の 柱 状 の も の で あ

る。 輝 石 は 0.2mm 以 下 で 粒 状 を な し て い る。 橄 欖 石 は 約 0.2mm で ま

っ た く 緑 泥 石・ 蛇 紋 石 な ど に 変 質 し て お り， 外 形 か ら 識 別 さ れ る。 輝 石

と 橄 欖 石 と は 斜 長 石 の 間 を う ず め て お り， オ フ ィ テ ィ ッ ク 組 織 を 示 し て

い る。 全 体 に わ た っ て 変 質 作 用 を う け て お り， 緑 泥 石・ 方 解 石・ 沸 石 な

ど の 2 次 鉱 物 が み い だ さ れ る。 ま た ま れ に 石 英 を 含 む こ と が あ る が， こ

れは外来結晶であろう。

　北東部に分布する本岩類は，前者に比較してやゝ細粒の玄武岩質岩石である。この

附近では袴越岳ドームに比較して頁岩をほとんど挾まず，また変質作用もやゝ進んで

おり，噴出岩か迸入岩かが明らかでない場合が多い。しかし僅かではあるが，同岩質

の本源火山礫を含む凝灰角礫岩を挾み，また枕状の構造をもった熔岩流とみられる部

分を伴なっており，大部分は熔岩であろうと考えられる。

　岩石は緑色～濃緑色を示し，緻密であるが一般に変質作用が進んでおり，風化する

と塊状に崩れ易くなる。また柱状あるいは板状などの節理は発達していない。

主成分：斜長石・単斜輝石・橄欖石，

副成分：燐灰石・鉄鉱・ガラス

斜 長 石 は 曹 灰 長 石 ～ 亜 灰 長 石 に 属 し， 長 さ 0.3mm 以 下 の 粒 状 の 輝 石 と

少 量 の 燐 灰 石・ 鉄 鉱 お よ び ガ ラ ス が み ら れ る。 単 斜 輝 石 は ほ と ん ど 多 少

波 動 消 光 を な し， 一 部 は 緑 泥 石 化 し て い る。 橄 欖 石 は 約 0.7mm 大 の も

の が 少 量 散 在 し て い る が， す べ て 緑 泥 石・ 蛇 紋 石 な ど に よ っ て 置 換 え ら

れ て い る。 そ の ほ か き わ め て ま れ に 2 ～ 3mm 以 下 の 石 英 を 含 ん で い る

ことがあるが，おそらく外来結晶であろう。

　なお本岩中には 5 ～ 6mm の白色の，緑泥石・蛋白石・沸石などの 2 次鉱物からな

る球状のパッチを多く含んでいる。これらは岩石中の気泡をうずめたものであろう。

　図幅地域北東部に分布している玄武岩類は堆積岩類を挾んでいないために，その時

代は正確にはわからないが，小泊層の比較的下部の岩相によって覆われており，西隣



の蟹田図幅地域における小泊層との関係などからみて，ほゞ小泊層の下部と同時代の

噴出岩類であると考えられる。また袴腰岳ドームの岩床群をなす粗粒玄武岩は，小泊

層下部および中部を貫ぬいているが，小泊層の上部および塩越層を貫ぬいていない。

この点からみてその大部分は小泊層の上部の堆積とほゞ同時期に迸入したものであろ

う。すなわち，本岩類は処によってやゝ岩質に違いはあるが，その噴出および迸入は

小泊層の堆積と同時期に行なわれたものであろう。

　II．3．9　塩　越　層

　本層の標式地は東隣蟹田図幅地内の蟹田村塩越小学校附近である。本地域では小泊

村附近および今泉村附近の 2 ヵ所に分かれて分布する。本層は凝灰質，珪藻質泥岩で

代表され，標式地のものとやゝ異なっている。

　小泊村附近の本層は灰色～暗灰色を呈し，柔軟で無層理塊状の泥岩である。またま

れに砂岩・凝灰岩の薄層を挾んでいる。泥岩は露頭では風化して灰白色を呈し，黄粉

が岩面に附着するのがみられる。また大塊に破砕しやすく，また乾燥したものは非常

に軽い。本層は石英安山岩質凝灰角礫岩に整合に被覆され，小泊層とともに小泊向斜

を形成する。

　今泉村附近に分布する泥岩は，小泊村附近のものと同じく珪藻質の塊状泥岩である

が，1 ～ 2m の軽石質，粗～中粒，灰白色の凝灰岩の数枚の夾みが本層の走向，傾斜

を測るのに役立っている。本層は今泉川を越え南下するにつれて岩相が徐々に変化し

てゆく。すなわち珪藻質泥岩が次第に少なくなり，それに代わり，凝灰岩などが増加

し，また本層の上部は砂岩に移り変わる。薄市川流域附近では，最下部は薄い礫岩を

交えた凝灰岩・凝灰岩質頁岩および砂岩の互層であるが，上部になるにつれて砂岩を

増し，遂には軟らかい，特徴のない塊状砂岩に変化する。鈴木達夫の中部統金木層で

ある。本層は小泊村附近および今泉川北岸では小泊層から整合漸移するが，今泉川南

岸を南下するにつれ小泊層を覆蔽不整合に覆う疑いがある。

　 塩 越 層 は Makiyama chitanii (MAKIYAMA)， 放 散 虫 お よ び 珪 藻 を 除 い て は 化 石 が

発見されないが，層位上西南北海道の黒松内層に対比される。

　なお微化石については後項に一括して記載する。
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　Ⅱ．3．10　今別安山岩類

　本岩類は小泊層の上部ないし塩越層と同時に生成されたと考えられる，安山岩ない

し石英安山岩質の火山岩類で特徴づけられる。本岩類がもっとも広く分布している地

域は，図幅地域の北東隅の津軽断層の東側であるが，そのほかに前記の地域とは津軽

断層をへだてて西側にあたる浜名岳附近と，図幅地域の北西の小泊部落のやゝ北にあ

たる七ッ石附近にそれぞれ小範囲に現われている。なお三厩図幅において今別火山岩

類と呼ばれているものは，本岩類と同じものであり，三厩図幅作成後，母衣月図幅を

作成するに当り，安山岩質岩石が量的に優勢であり，かつ特徴的であるので，現在の

名前で呼ぶことにしたものである。

　本岩類を下部から上部にわたってもっともよく観察することができるのは，今別町

長川に沿う林道沿いの露頭である。この附近では最下部は小泊層の頁岩層と互層する

安山岩質の凝灰角礫岩，および熔岩流からなっている。その上部には塩越層の珪藻質

泥岩を挾み，石英安山岩質熔岩と輝石安山岩質の凝灰角礫岩が発達している。安山岩

質凝灰角礫岩は随所に熔岩流を挾むが，堆積岩は前記の珪藻質泥岩から上位にはほと

んど挾まれておらず，まれに凝灰質の砂岩層の薄層を挾むのみで，細部の構造は判り

難い。

　長川流域を含む北東地域では，石英安山岩は長川の中流のほかに，長川のやゝ北に

当る三角点 444.0m の附近に，やゝ広く現われている。この附近では熔岩のほかに同

質の凝灰角礫岩と粗粒の凝灰岩を挾んでいる。凝灰角礫岩はそのなかには拳大の石英

安山岩の礫のほか，異質火山礫として輝石安山岩の角礫を含んでおり，処によっては

両者がほゞ同量混在していることがある。凝灰岩および凝灰角礫岩の膠結物は灰白色，

粗粒でやゝ軽石質であり，石英・斜長石・黒雲母粒を含んでいる。熔岩流や本質火山

礫としての石英安山岩は，灰白色のやゝ粗鬆な岩石で，石英・斜長石の斑晶を多く含

み，ときに流理状の構造をもっている。吂

斑晶：斜長石・石英・角閃石・黒雲母

斜 長 石 は 中 性 長 石 ～ 灰 曹 長 石 か ら な り， 約 3.0mm の や ゝ 円 味 を お び た 短

柱 状 を な し， 累 帯 構 造 を 示 し て い る。 石 英 は 4.0mm 以 下 の 円 味 を お び た

清 澄 な も の で あ る。 角 閃 石 は 普 通 角 閃 石 に 属 し，0.5 ～ 2.0mm の 長 柱 状 な

い し 短 柱 状 の も の で， 多 色 性 は や ゝ 弱 い。 一 般 に 劈 開 が よ く 発 達 し， 縁 辺

部 ま た は 全 部 が オ パ サ イ ト 化 し て い る こ と が あ る。 黒 雲 母 は 1.0 ～ 1.5mm
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で 褐 色 を 呈 し， 多 色 性 が 強 く， 縁 辺 部 が 僅 か に オ パ サ イ ト 化 し て い る。

石 基： 完 晶 質 で 斜 長 石 と そ の 間 隙 を う ず め る 珪 酸 鉱 物 と， ア ル カ リ 長 石 の 微 晶 と

か ら な っ て お り， 少 量 の 鉄 鉱 を 伴 な っ て い る。 そ の ほ か 副 成 分 鉱 物 と し て

微晶の燐灰石およびジルコンを含んでいる。

　輝石安山岩は前記の石英安山岩をそのなかに挾んで，長川を中心に南北に拡がって

おり，長川の南上二股沢などによく露出している。おもに凝灰角礫岩と凝灰岩との互

層からなっており，熔岩流を伴なっている。そのほかに三角点 444.0m の北の小泊層

の頁岩層の下部には ( 通称仲宇田沢の上流 )，柱状の節理のよく発達した安山岩の岩

床が認められる。たゞし地質図上ではとくに分けて示してはいない。

　凝灰角礫岩は本質火山岩塊～火山礫として，人頭大以下の安山岩礫を多量に含むほ

かに，類質および異質の抛出物として安山岩礫・石英安山岩礫・頁岩・泥岩などの礫

を含んでいる。とくに石英安山岩の岩体に近い部分では，同岩片を多量に含んでいる

ことがある。凝灰角礫岩の膠結物および凝灰岩は，灰色～黄褐色，粗粒～中粒である。

熔岩流はやゝ板状の節理がみられ，数 m ～ 10 数 m の厚さで挾まれている。

　熔岩流や本質抛出物として含まれている岩石は，おもに普通輝石紫蘇輝石安山岩で

あるが，部分的に角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩を伴なっており ( 長川下流ほか )，両

者は混在しているもののようであり，とくに時代的に成分も移り変わるというような

傾向はない。紫蘇輝石普通輝石安山岩は，暗灰色～灰黒色の比較的新鮮な斑状の岩石

で，ところによって斑晶の量は異なる。

斑 晶： 斜 長 石 は 曹 灰 長 石 に 属 し， 長 さ 0.5 ～ 1.5mm の 柱 状 を 呈 し， 累 帯 構 造 を

も つ も の が あ り 一 般 に 清 純 で あ る が， 少 数 の も の は 塵 状 包 有 物 を 多 量 に 含

ん で い る。 普 通 輝 石 は 長 さ 約 1.0mm 以 下 の 短 柱 状 を 示 し， 多 色 性 は ご く

弱 い。 紫 蘇 輝 石 は 長 さ 0.5 ～ 1.5mm の 柱 状 を 示 し， 一 般 に 劈 開 が 発 達 し，

そ れ に 沿 っ て 緑 泥 石 化 し て い る こ と が あ り， ま た ま れ に 普 通 輝 石 と 平 行 連

晶をなすものがある。

石 基： ガ ラ ス 質 ～ ガ ラ ス 基 流 晶 質 組 織 を 呈 し， 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 紫 蘇 輝 石・ 鉄

鉱粒およびガラスからなっている。本岩中にはしばしば斜長石・普通輝石・

紫 蘇 輝 石 お よ び 鉄 鉱 か ら な る 聚 斑 状 集 合 が み ら れ， ま た 孔 隙 に は 鱗 珪 石 が

少量認められる。

　閃石普通輝右紫蘇輝石安山岩は，暗灰色のやゝ粗鬆な岩石である。

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・角閃石

斜 長 石 は 中 性 長 石 ～ 曹 灰 長 石 に 属 し て い る。 角 閃 石 は 普 通 角 閃 石 に 属 し，
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長さ約 2.0mm の柱状のものであり，ほとんどオパサイト化している。

石 基： ガ ラ ス 基 流 晶 質 組 織。 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 紫 蘇 輝 石・ 鉄 鉱 お よ び ガ ラ ス か

ら な っ て い る。 そ の ほ か に 斜 長 石・ 普 通 輝 石 お よ び 紫 蘇 輝 石 か ら な る 聚 斑

状集合体が含まれていることがある。

　なおこの岩体の最北の，通称母沢の下流附近には，やゝ酸性の普通輝石紫蘇輝石安

山岩が挾在しており，大部分は三厩図幅地域内に分布しているが，本図幅地域にもや

や含まれている。本岩は灰白色のやゝ粗鬆な石基中に，斜長石・輝石および鉄鉱の斑

晶が散在するもので，鏡下では石基はガラス質で真珠構造が発達している。

　また先に述べた岩床状に迸入している安山岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩で，熔岩

流や凝灰角礫岩をなしているものに比較して，やゝ石基が結晶質であるが，鉱物組成

は同じものであり，両者は同一火山活動によるものであり，岩漿の一部が地下浅所に

貫入したものであろう。

　この地域では本安山岩類は概して新鮮であるが，長川の支流，通称重衛門沢では，

一部安山岩質熔岩が珪化し，硫化鉄鉱が鉱染しており，一部に石英脈が認められる。

　浜名岳を中心に分布しているものは，普通輝石紫蘇輝石安山岩の熔岩流および凝灰

角礫岩からなっており，小泊層の上部を整合に覆っている。岩質は津軽断層の東側に

分布しているものとほとんど同じである。

　七ッ石附近の本岩類は，石英安山岩質の凝灰角礫岩と熔岩との互層からなってお

り，塩越層の泥岩層の上部に整合に重なっている。凝灰角礫岩は一般に人頭大以下

の，ときには 1m 大に及ぶ石英安山岩の岩塊あるいは礫を多量に含むものであり，そ

のほか異質火山岩塊として珪藻質泥岩を含んでいる。膠結物は灰色，粗粒の火山灰質

のものからなっているが，一部にはやゝ泥質の部分がみられる。熔岩は数 m の厚さの

ものが数枚挾まれている。熔岩や本質抛出物としての石英安山岩は，紫蘇輝石普通輝耀

石黒雲母角閃石石英安山岩であり，青灰色の石基中にかなり大きな斜長石・石英およ

び角閃石の斑晶をかなり密に含んでいる。

斑晶：斜長石・角閃石・黒雲母・普通輝石・紫蘇輝石

斜 長 石 は 中 性 長 石 に 属 し， 長 さ 5.0mm 以 下 で 累 帯 構 造 が よ く 発 達 し て い

る。 こ の な か に は 清 純 な も の と， 中 核 に 塵 状 の 包 有 物 を も つ も の と が あ

る。 石 英 は 径 約 4.0mm の 円 味 を お び た 清 澄 な も の で あ る。 角 閃 石 は 酸 化

角 閃 石 に 属 し，2.0mm 以 下 の も の が 多 い が， 縁 辺 部 ま た は 全 部 が オ パ サ

イ ト 化 し て い る。 普 通 輝 石 は 0.7mm 以 下 の 短 柱 状 の も の で あ る。 紫 蘇 輝

26



石は少量で，普通輝石と平行連晶している。

石基：ガラス基流晶質組織を示し，柝木状の斜長石，粒状の輝石のほか，燐灰石・

鉄 鉱 お よ び ガ ラ ス か ら な っ て い る。 そ の ほ か に 径 約 6.0mm の 斜 長 石・ 普

通輝石からなる聚斑状集合体がみられる。

　今別安山岩類の生成時期は，標式地附近の関係からみて，小泊層の上部および塩越

層とほゞ同時期の生成になることは明らかである。蟹田層との関係は津軽断層の東部

では，同層の上部の地層に不整合に覆われているが，これは堆積岩と異なり，火山岩

類はある期間に急激に厚く堆積するものであり，蟹田層は本岩類に対しアバットした

関係で接しているもので，とくに本岩類との間に大きな構造的な差異や，削剝期間は

ないようである。

　II．3．11　増川岳石英安山岩

　本岩は図幅地域の中央から南寄りの，増川岳および四ッ滝山に，主として小泊層を

貫ぬいて現われている。そのほかに同一岩質の岩脈状の小岩体が，小泊層を貫ぬいて

図幅地域の東部大川目沢の上流附近などに認められる。増川岳附近ではドーム状のか

なり大きな岩体をなしており，岩体の東側では小泊層の硬質頁岩は，岩体の近くで部

分的に約 80°の急傾斜を示している。四ッ滝山の岩体は小泊層の構造に調和して，北

に向かって傾斜した形態を示しており，小泊層と接する部分では岩体の一部は分岐し

て，小岩脈として小泊層内に現われている。増川岳と四ッ滝山との岩体は，元来 1 つ

のものがその上部で 2 つに分かれて現われているものであろう。

　岩石はやゝ緑色をおびた暗灰色で，大型の斜長石・角閃石斑晶が明らかである。四

ッ滝山では処によって変質が進み，粘土化あるいは珪化しているが，石英の斑晶は明

瞭に残り，また短冊形の斜長石を交代した 2 次鉱物などにより，その附近の他の岩石

とは肉眼的にも区別することができる。比較的新鮮なものについて鏡下で観察した結

果は次の通りである。

斑晶：斜長石・石英・角閃石・黒雲母・紫蘇輝石・普通輝石

斜 長 石 は 中 性 長 石 に 属 し，5.0mm 以 下 で 累 帯 構 造 が 著 し い。 石 英 は 2.0

mm の 清 澄 な も の で 円 味 を お び て い る。 角 閃 石 は 普 通 角 閃 石 で 約 0.2mm

の も の が 多 く， 一 部 ま た は 全 部 が オ パ サ イ ト 化 し て い る。 黒 雲 母 は 0.5mm

の 多 色 性 の 著 し い， 周 囲 に オ パ サ イ ト 縁 を も つ も の が み ら れ る。 紫 蘇 輝 石

および普通輝石はともに 0.5mm 以下で，波動消光を示すものが多い。
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石 基： 斜 長 石・ 輝 石・ 鉄 鉱 と， こ れ ら の 間 隙 を う め る 微 晶 質 の 部 分 と か ら な っ て

い る。 全 般 に や ゝ 変 質 作 用 を う け て お り， 有 色 鉱 物 は 一 部 ま た は 全 部 が 緑

泥石化していることがあり，また方解石・沸石などが認められる。

　本岩類の生成時期については，小泊層を貫ぬく以外にそれを示す事実はないが，前

に述べた今別安山岩類には，そのなかに本岩とその組成がかなり似ている石英安山岩

が含まれている。このことからみて，本岩は生成時期を今別安山岩類とほゞ等しく，

すなわち塩越層と同時代に貫入したものと考えられる。

　II．3．12　蟹　田　層

　本層の標式地は，東隣蟹田図幅地内の蟹田町蟹田附近で，そこでは塩越層を整合に

覆い，主として頁岩や泥岩を挾む凝灰質砂岩からなっている。この図幅地域では北東

部に，今別安山岩類に接して狭い範囲に分布している。岩相は標式地附近のものとは

やゝ異なり，上二股川以南では，主として塊状で緻密な凝灰岩からなり，鶏卵大以下

の軽石と，下部の今別安山岩類の構成物と考えられる安山岩ないし石英安山岩の礫を

含んでいる。全体としては灰緑色～灰白色を呈し，層理は不明瞭である。また北東隅

の長川沿いでは，凝固の程度の低い中粒の砂岩と礫岩との互層からなっている。

　本図幅の北隣の三厩図幅・母衣月図幅両地域内には，砂・礫・粘土などの互層から

なり，亜炭の薄層を挾み，また植物化石や･ Corbicula な ど を 含 む， 浜 名 層 と 呼 ば れ

ている地層が分布している。この地層は母衣月図幅地内では，海棲の貝化石をもつ蟹

田層の上位に重なり，第四紀更新世の地層と考えられているが，その間の層序関係を

示す現実の露頭は認められていない。津軽半島北部地域を通覧すると，むしろ浜名層

と蟹田層とは構造的な差がほとんどなく，また岩相も似ている。前にあげた長川沿い

に分布している地層は，少なくとも一部は浜名層に相当する可能性があるが，分けて

示してはいない。

　本層の構造は上二股川流域以南では 5 ～ 6°東に傾斜しており，また長川附近では

10 ～ 15°東北東に向かって傾斜している。

　本層のなかからは図幅地内では化石が未だ発見されていないが，蟹田図幅地内にお

いては貝化石が多数みいだされ，これらの化石と層序関孫から推して鮮新世とされて

いる。

28



29

　Ⅱ．3．13　微　化　石

　本図幅地内の冬部層・小泊層および塩越層の細粒堆積岩について，福田理が微化石

の調査を行なった。その結果を第 2 表に示す。

第　2　表

　調査の方法は各試料について 20g 相当の縮分試料を調製し，そのなかに含まれてい

る微化石を分離，識別した。識別は多数の資料を短時間に処理しうる程度にとゞめ

た。

　頻度の表わし方は算定可能であるが，数えなかったものについてはｒ < ｆ < ｃ < a

の文字で，無数にあってとうてい数えられないものについては○ < ◎ < ◉ <�の記号
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で示してある。

　 な お 有 孔 虫 は 三 厩 図 幅 地 内 の 小 泊 層 か ら Bathysiphon， Haplophragmoides， Cy-

clammina， Martinotiella  が産出している。

　　　　　　　　　　　　　　II．4　第　四　系

　II．4．1　段 丘 堆 積 層

　段丘は本図幅地内では一般にその発達は不良であるが，十三湖の周辺には，海抜

50 ～ 80m の附近に，よく平坦面を保持して分布している。層厚は 5 ～ 8m で砂・粘土・

礫などからなり，一般に水平であるが，処によって 5 ～ 10°の傾斜をもっていること

がある。

　また磯松－相内間の大沼附近では，砂丘の下にまれに礫層が現われていることがあ

る。おそらく段丘堆積層はこの砂丘の下部にも拡がっているものと考えられる。

　II．4．2　砂　　丘

　津軽半島の日本海側の海岸には，海岸砂丘帯がほゞ南北に連なって発達する。本図

幅地内では車力村から市浦村にかけて分布しているが，規模はそれほど大きくない。

　十三湖の西岸の砂嘴は有史時代においても年々発達してきたといわれ，往時海湾で

あった十三湖が，現在は潟湖として僅かに 200 ～ 300m の砂嘴の間隙 ( 十三渡 ) によ

って日本海に通じている。

　II．4．3　冲　積　層

　冲積層は各河川の海域，海岸，とくに十三湖の南岸である中里町附近に拡がってお

り，主として砂・粘土および礫からなっている。

III．応　用　地　質

　鉱脈　図幅地域の中央にあたる市浦村四ッ滝沢の上流，四ッ滝附近に銅・鉛・亜鉛



を主とする脈状の鉱体があり，かって探鉱されたことがあるといわれる。相内鉱山と

呼ばれているが，調査当時はまったく探鉱は中止されていた。その附近の地質からみ

て，権現崎層中の凝灰角礫岩あるいは変朽安山岩中に胚胎されるものとみられる。

　砂鉄　十三湖の日本海との連絡口附近の湖岸に，砂鉄層が薄く賦存している。古老

の言によれば明治以前にこれを採取し，市浦村内で製錬を行なったことがあるといわ

れる。

　珪藻土　図幅地域の南部，市浦村今泉部落の西方において，塩越層申の珪藻質泥岩

を採石している。主として製菓用のかまど・コンロなどの原料として搬出されてい

る。
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Table   1

　　　　　

T h i s  t a b l e  s h o w s  t h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  v o l c a n i c  a n d  s e d i m e n t a r y 

rocks .

Rh : Rhyolite　 Da : Dacite 　An : Andesite 　B : Basalt 　Dl: Dolerite 
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　          　　PA L E O Z O I C  F O R M AT I O N  

　 　 T h e  P a l e o z o i c  f o r m a t i o n  i s  n a r r o w l y  d i s t r i b u t e d  a t  t h e  h e a d  o f  

t h e  K o d o m a r i  p e n i n s u l a  a n d  i t s  n e i g h b o r i n g  s m a l l  i s l a n d s .  I t  c o n -

s i s t s  o f  c l a y s l a t e ,  c h e r t  a n d  l i m e s t o n e .  N o  p a l e o n t o l o g i c a l  e v i d e n c e  

h a s  b e e n  r e c o g n i z e d .  

          　　  N E O G E N E  T E RT I A RY 

   G o n g e n z a k i  f o r m a t i o n  　 T h e  G o n g e n z a k i  f o r m a t i o n ,  t h e  l o w e r -

m o s t  o f  t h e  N e o g e n e  i n  t h i s  a r e a ,  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  v a r i e g a t e d  t u f f  

a n d  t u f f - b r e c c i a ,  a c c o m p a n i e d  w i t h  l a v a  f l o w s  o f  p r o p y l i t e .  I t  r e s t s  o n  

t h e  P a l e o z o i c  r o c k s  w i t h  u n c o n f o r m i t y .  T h i s  f o r m a t i o n  c o r r e s p o n d s  

t o  t h e  M o n z e n  f o r m a t i o n  i n  t h e  A k i t a  d i s t r i c t ,  a n d  t o  t h e  F u k u y a m a  

f o r m a t i o n  i n  S o u t h w e s t e r n  H o k k a i d ō .  

   I s o m a t s u  f o r m a t i o n  　 T h i s  f o r m a t i o n ,  t y p i c a l l y  e x p o s e d  i n  t h e  

m i d - s t r e a m  o f  t h e  I s o m a t s u  r i v e r ,  i s  c o m p o s e d  o f  c o n g l o m e r a t e ,  

s a n d s t o n e  a n d  s h a l e .  T h e  s a n d s t o n e  c o n t a i n s  f o s s i l s  o f  o y s t e r  a n d  

o t h e r  m a r i n e  m o l l u s c s  b e l o n g i n g  t o  t h e  K a d o n o s a w a  f a u n a .  　 T h e  

I s o m a t s u  f o r m a t i o n  i s  c o r r e l a t e d  w i t h  t h e  D a i j i m a  f o r m a t i o n  i n  t h e  

A k i t a  d i s t r i c t  a n d  w i t h  t h e  Yo s h i o k a  f o r m a t i o n  i n  S o u t h w e s t e r n  H o k -

k a i d ō .  

   F u y u b e  f o r m a t i o n 　 T h i s  f o r m a t i o n  i s  w i d e l y  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  

a x i a l  p a r t  o f  t h e  I s o m a t s u  a n t i c l i n e  a n d  o n  t h e  w e s t e r n  w i n g  o f  t h e  

K o d o m a r i  s y n c l i n e .  T h e  f o r m a t i o n  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  t h e  d o m i -

n a n c e  o f  a l t e r e d ,  g r e e n - c o l o u r e d  p y r o c l a s t i c  r o c k s  w h i c h  a r e  s i m i l a r  

t o  t h e  l i t h o - f a c i e s  o f  t h e  G o n g e n z a k i  f o r m a t i o n . 　  T h e  v o l c a n i c  

r o c k s  w i t h i n  t h i s  f o r m a t i o n  a r e  r h y o l i t e ,  p r o p y l i t e ,  a n o r t h i t e - a n d e s i t e  

a n d  b a s a l t .  F o s s i l s  o f  m o l l u s c  a n d  p l a n t  a r e  r a r e l y  r e c o g n i z e d  i n  

t h i s  f o r m a t i o n .  

  Ta p p i  a n d e s i t e s  　 T h e  r o c k s  c o n s i s t  m a i n l y  o f  l a v a  f l o w s  o f  p y -

r o x e n e  a n d e s i t e ,  a n d  a l s o  p y r o c l a s t i c  r o c k s  o f  t h e  s a m e  o r i g i n .  

S t r a t i g r a p h i c a l l y ,  t h e s e  r o c k s  w i t h i n  t h i s  s h e e t - m a p  r o u g h l y  c o r r e -

s p o n d  t o  t h e  u p p e r  p a r t  o f  t h e  F u y u b e  f o r m a t i o n  a n d  t h e  l o w e r  p a r t
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of  the  Nagane  format ion .  

　 　 N a g a n e  f o r m a t i o n  　 T h i s  f o r m a t i o n  i s  g e n e r a l l y  c o m p o s e d  o f 

g r e e n i s h  g r e y  s a n d y  t u f f  a n d  g r e e n  s a n d s t o n e  i n t e r b e d d e d  b y  s h a l e 

a n d  m u d s t o n e .  M a r i n e  f o s s i l s  a r e  r a r e l y  c o n t a i n e d  i n  t h e  s a n d s t o n e . 

T h e  F u y u b e  a n d  N a g a n e  f o r m a t i o n s  m a y  b e  c o r r e l a t e d  w i t h  t h e 

D a i j i m a  f o r m a t i o n  i n  t h e  A k i t a  d i s t r i c t  a n d  t h e  K u n n u i  f o r m a t i o n 

in  Southwes tern  Hokkaidō .  

　 　 K o d o m a r i  f o r m a t i o n 　  T h e  K o d o m a r i  f o r m a t i o n  r e p r e s e n t s  t h e 

s a m e  h o r i z o n  o f  t h e  s o - c a l l e d  “ h a r d  s h a l e ”  d i s t r i b u t e d  w i d e l y  i n 

N o r t h e a s t  J a p a n  a n d  H o k k a i d ō .  E x c e p t  f o r  t h e  o c c u r r e n c e  o f  M a k i y a -

m a  c h i t a n i i  ( M A K . ) ,  f o s s i l s  h a v e  n o t  b e e n  d i s c o v e r e d  i n  t h i s  f o r m a t i o n . 

I n  s t r a t i g r a p h i c a l  a n d  l i t h o l o g i c a l  p o i n t s ,  h o w e v e r ,  t h i s  f o r m a t i o n  i s 

a b l e  t o  c o r r e l a t e  w i t h  t h e  O n n a g a w a  a n d  F u n a k a w a  f o r m a t i o n s  o f 

the  Aki ta  d i s t r ic t .  

　 　 M i m m a y a  r h y o l i t e s  　 T h e s e  r o c k s  o c c u r  m a i n l y  a s  i n t r u s i v e  s h e e t s 

o r  l a v a  f l o w s ,  i n s e r t e d  i n t o  t h e  K o d o m a r i  f o r m a t i o n  i n  t h e  n o r t h e r n 

par t  o f  the  a rea .  

　 　 D o l e r i t e s  　 B a s a l t i c  a n d  d o l e r i t i c  l a v a s  a n d  t u f f - b r e c c i a ,  a n d  i n -

t r u s i v e  r o c k ,  w h i c h  a r e  c o n t e m p o r a n e o u s  w i t h  t h e  K o d o m a r i  f o r m a -

t i o n ,  a r e  c o l l e c t i v e l y  n a m e d  a s  “ d o l e r i t e s ” .  M o s t  o f  t h e s e  r o c k s 

o c c u p y  t h e  w e s t e r n  f l a n k  o f  t h e  H a k a m a g o s h i  d o m e  w h i c h  i s  s e e n 

i n  t h e  s o u t h e a s t  c o r n e r  o f  t h e  a r e a ,  a n d  t h e  r e m a i n d e r s  f o r m  t h e 

ax is  of  a  smal l  an t ic l ine  in  the  nor thern  par t  o f  the  a rea .  

　 　 S h i w o k o s h i  f o r m a t i o n  　 T h e  t y p e  l o c a l i t y  o f  t h i s  f o r m a t i o n  i s  s i t -

u a t e d  i n  t h e  a r e a  o f  K a n i t a  s h e e t  ( t h e  e a s t e r n  a d j o i n i n g  o f  t h i s 

s h e e t ) .  T h e  l i t h o - f a c i e s  c o n s i s t s  o f  t u f f a c e o u s  o r  d i a t o m a c e o u s 

m u d s t o n e ,  b e i n g  s l i g h t l y  d i f f e r e n t  f r o m  t h a t  o f  t h e  t y p e  l o c a l i t y . 

T h i s  f o r m a t i o n  s c a r c e l y  y i e l d s  f o s s i l s .  S t r a t i g r a p h i c a l l y ,  i t  i s  c o r -

r e l a t e d  t o  t h e  K u r o m a t s u n a i  f o r m a t i o n  o f  S o u t h w e s t e r n  H o k k a i d ō . 

　 　 I m a b e t s u  a n d e s i t e s  　 T h e s e  r o c k s  a r e  p e t r o g r a p h i c a l l y  c h a r a c t e r - 

i z e d  b y  a n d e s i t i c  a n d  d a c i t i c  r o c k s ,  w h i c h  s e e m  t o  b e  c o n t e m p o r a -

n e o u s  w i t h  t h e  s e d i m e n t s  r a n g i n g  f r o m  t h e  u p p e r  p a r t  o f  K o d o m a r i 

format ion  to  the  Shiwokoshi  format ion .  

　 　 M a s u k a w a d a k e  d a c i t e  　 T h i s  r ock  occu r s  a t  Masukawa-dake  and 

Yo t s u d a k i - y a m a ,  m a i n l y  i n t r u d i n g  t h e  N a g a n e  a n d  K o d o m a r i  f o r m a -

t i o n s .  B e s i d e s  s m a l l  d y k e s  o f  t h e  s a m e  l i t h o - f a c i e s  a r e  s p o r a d i c a l l y
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in t ruded  in to  the  Kodomar i  format ion .  

　 　 K a n i t a  f o r m a t i o n  　 T h i s  f o r m a t i o n  i s  w i d e l y  d e v e l o p e d  i n  t h e 

a r e a  o f  t h e  K a n i t a  s h e e t  a n d  i t s  n o r t h w e s t e r n  m a r g i n  i s  s e e n  i n 

t h i s  s h e e t - m a p  a r e a . 　 I n  t h i s  a r e a ,  t h e  c o m p o s i n g  r o c k s  a r e  t u f f a -

c e o u s  s a n d s t o n e  s p o r a d i c a l l y  c o n t a i n i n g  r o u n d e d  p e b b l e s  o f  a n d e s i t e 

and  pumice ,  muds tone  and  tuff .  

　 　 T h i s  f o r m a t i o n  m a y  c o r r e s p o n d  t o  t h e  S e t a n a  f o r m a t i o n  i n  S o u t h -

western  Hokkaidō .  

         　　　　QUATERNARY 

　 　 Q u a t e r n a r y  d e p o s i t s  a r e  d e v e l o p e d  a r o u n d  t h e  J ū s a n - k o  ( l a k e ) . 

N e a r  I m a i z u m i ,  t e r r a c e  d e p o s i t s  a r e  n a r r o w l y  d i s t r i b u t e d  w i t h  t h e 

e leva t ion  of  50~80 m.  

ECONOMIC GEOLOGY 

　 　 T h e  v o l c a n i c  r o c k s  i n  t h i s  a r e a  a r e  s l i g h t l y  m i n e r a l i z e d ,  b u t  t h e 

minera l  depos i t s  a re  too  smal l  in  sca le  to  be  worked .
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